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人は人生の約 1/3ほどの時間は睡眠にあてています。 

夜眠れないという症状は、誰でも経験のあることです。 

そのなかで、睡眠中の呼吸障害のため慢性的に睡眠不足の状態にある

人はが日本でも人口の 1%（約 100万人）近くいることが推定されま

す。重篤な人では、日常の活動低下にとどまらず、心臓病、脳血管障

害などの合併症を起こすことが知られています。現在では重篤な人に

も治療法が確立されておりますので是非活用され頂きたいと考えて

おります。 

10秒以上息が止まることを無呼吸と言います。無呼吸が一晩に 30回

以上、あるいは 1時間あたり 5回以上あり、いろいろな症状を起こす

病気を睡眠時無呼吸症候群といいます。この病気の人は寝ているとき

に何回も息が止まるので酸素が不足し、このため心臓に負担がかかり

高血圧、肺高血圧、不整脈、体のむくみをおこします。このため正常

の人にくらべて狭心症、心筋梗塞、脳梗塞などの病気が多く、寿命も

短いことがわかってきました。 
 

 

 

 



 

当社では「就眠時にパルスオキシメーター」を用いてスクリーニング

検査を行います。異常所見をみとめた場合には専門医療機関に紹介し

てポリソムノグラフィー検査をおこなっていただきます。 

 
 

 
 
 
 
 
 



 

 

 
 

ポリソムノグラフィー 
 



 

結果判定に関しては 1 時間当たり Spo2 が 3％以上低下した平均回数が 15 回以

上を重症睡眠時無呼吸症と判断されます。ポリソムノグラフィーの精密検査が

必要となります。 
 
  
 
 
 

 


